神楽殿

神楽殿は、大人数での神事や結婚式、行事などをおこなうための儀式空間です。1667年に造替されましたが、1981年に出雲大社の主祭神である大国主神を祀る宗教法人・出雲大社教の創立100周年を記念して、現在の形に再建されました。
神楽殿の前には、「大注連縄」として知られる巨大な藁の縄が吊るされています。長さ13.6㍍、胴回り8㍍、重さ5.2㌧と日本最大です。注連縄とは、神聖な空間と不浄な空間の境界を示す神聖な藁の縄のことです。出雲大社の大注連縄は、他の神社の注連縄が右から始まるのに対し、社殿に向かって左から2本の縄を撚り合わせているのが特徴です。左側のロープの端が太いのに対し、右側のロープの端は細く先細りになっていることから、その方向がわかります。神楽殿の大注連縄は6～8年ごとに交換され、島根県中部の飯南町の有志によって編まれています。
大注連縄の下をくぐると、社紋と出雲を象徴する色とりどりの雲が描かれた大きなステンドグラスが目に入ります。ステンドグラスは典型的な神社建築ではあまり見かけないので、珍しい光景です。
出雲大社の神楽殿は、もともとは大社の宮司一家（國造）に伝わる特殊な儀式などを行うために建てられたものです。現在、神楽殿では一般の人々の結婚式や祈祷が行われています。

